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抄　　録

【目的】佐賀県赤十字血液センターでは，県内３カ所の備蓄所の血液保管庫

の温度情報を佐賀県赤十字血液センターへ通知するシステムを構築したの

で，その結果を報告する。

【方法】遠隔監視システム（CHINO社製）を使用し，インターネットを介して，

３カ所の備蓄医療機関の温度管理を佐賀県赤十字血液センター供給課内で行

った。

【結果】佐賀県赤十字血液センター供給課において，備蓄医療機関の血液保

管庫の温度管理が可能となり，改竄できないバイナリーデータおよび

EXCELデータで記録保管できるようになった。

【考察】血液センターには，備蓄所の温度管理ができる遠隔監視システムが

必要ではないかと考える。
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掲載決定日：2013年 5 月 8 日

はじめに

佐賀県赤十字血液センターでは，輸血用血液製

剤の備蓄所を県内３カ所の医療機関，唐津赤十字

病院（唐津市），山元記念病院（伊万里市），独立行

政法人国立病院機構嬉野医療センター（嬉野市）

に依頼した。そして，備蓄所内に設置した血液保

冷庫の温度管理については，各医療機関の担当者

へ依頼した。しかし，各医療機関によっては当直

体制がない所や，日常業務のため土日祝日は点検

できない等，SOPで定められた１日６回の点検

ができていなかった。

そこでわれわれは，インターネットを利用して，

備蓄所の血液保管庫の温度情報を佐賀県赤十字血

液センターへ通知するシステムを構築することに

した。2010年よりインターネットを介して温度

管理する遠隔監視システムを導入し，１日６回の

温度測定結果を佐賀県赤十字血液センター供給課

内で供給課職員によって点検することが可能とな
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ったので報告する。

方　　法

１．遠隔監視システム

遠隔監視システム（CHINO社製）パッケージシ

ステム「CISAS/EX Ver.3.0」（以下CISAS）およ

び測温抵抗体Pt100Ωセンサーを使用し，唐津赤

十字病院，山元記念病院，独立行政法人国立病院

機構嬉野医療センターに設置している血液保管用

保冷庫と血液保管用フリーザーの温度をNTT西

日本のVPN（Virtual Private Network）網を用い

て監視し記録した。岩崎博通らの報告によればコ

ンピューター画面上でリアルタイムに現在の温度

確認ができ，過去の温度変化記録も適時に確認す

ることが可能であり1)，我々もそれを参考にして

さらなるリスクマネージメントの向上の観点か

ら，表示内容として佐賀県赤十字血液センター供

給課内のディスプレイ上のグラフィックモニタ

に，各備蓄医療機関の保冷庫のリアルタイム温度

を一括表示した。上部に赤血球製剤用保冷庫の温

度，下部に血漿製剤用フリーザーの温度，さらに

管理温度および警報上限値・下限値を表示。温度

異常時は，警報の発生と共に表示温度が黒から赤

へと変化するようにアラーム設定，ネットワーク

ロガーのレンジ，スケール等を変更できるように

設定した（図１）。メモリー機能については，日

本赤十字社業関連文書のバリデーション手順書と

同様に１分間隔で記憶され，データを改竄不可能

なバイナリーファイルおよびCSVファイルとし

て保存できるようにした。

電源障害（停電）が発生すると無停電電源装置

UPS（Uninterruptible Power Supply）が作動す

る。設定した時間以上に障害が続くとCISASが

終了しその後，パソコンのシャットダウンを自動

で行う。電源障害（停電）が復旧するとUPSの電

源が自動で入り，さらにコンピューターの起動と

共にCISASのオペレーションまでを自動で起動

する。

図１　�佐賀県赤十字血液センター供給課事務室内の遠隔監視システムパソコン上に表示された 

３備蓄医療機関の保管庫のリアルタイム温度のグラフィックモニタ

NEC：FC-E18M model SX2V3Z
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２．警報監視盤（親機盤）

アラームの発生時，ブザー停止および警報リセ

ットの動作については以下のように設定した。

各施設での警報発生時に，ブザーおよび施設を

示すランプが点滅（発報個所ごと１点）する。その

時は，ブザー停止ボタンでブザーを停止させ，警

報リセットボタンによって備蓄医療機関が示すラ

ンプを消灯できる（図２）。

万木紀美子らの報告によれば，輸血業務が検査

部と病理部と合同で24時間体制を取っており，休

憩室に監視用パソコンを設置し，検査室および当

直室へ警報が届くように構築している2)。我々も

それを参考にし，備蓄医療機関に関係なく警報発

生時は，当直室への赤色灯を点灯させブザーの信

号を出力するようにした。

３．警報監視盤（子機盤）

備蓄医療機関内の警報監視盤（子機盤）について

は，受電ランプ付KE3000ネットワークロガーお

よびモデムとルーターを収納した（図３）。各医

療機関の子機盤からは，２台の血液保管庫のデー

ターが送信され，計６台の血液保管庫の温度情報

が送信される。入力ユニット１個に対して12点

まで接続できる。これは入力ユニット１個で12

図２　�供給課事務室内の遠隔監視システム警報監

視盤（親機盤）

図３　�嬉野医療センター内に設置している遠隔監視システム内（子機盤）の 

ネットワークロガー（A）およびVPNルーター（B）

（B）

（A）
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台の血液保管機器の温度を測定できるということ

である。また，保管機器の台数が増えても入力ユ

ニットの個数を増やすことで多数の保管機器の温

度を監視できるようになる。

４．キャリブレーション

曽根伸治らの報告によれば，ISO 15189では校

正手順を作成し，機器に関して測定監視機器管理

基準にしたがって，年１回の校正を行い，点検日，

次回点検日，有効期限等を明示する。さらに，温

度を測定する個別温度計は，毎年校正された標準

温度計で器差を測定して，その器差を考慮した温

度記録を行い，さらに機器の定期点検を行うもの

であった3)。我々もそれを考慮し，品質マネジメ

ントの観点から日本赤十字社血液事業本部から制

定されたバリデーション手順書および保管機器管

理手順書に従い，血液保管庫内の最高温度ポイン

トを定め，その位置に外部警報センサーを設置し

ている。また，同じ位置に遠隔監視システムの測

温抵抗体センサーを設置した。なお，この最高温

度ポイントの位置に，CHINO社製グラフィック

レコーダー KR3000の測温抵抗体Pt100Ωセンサ

ーを設置し，１分おきに15回測定し誤差が±１

℃以内であることを確認した。

結　　果

日常点検は，備蓄医療機関の輸血窓口の担当者

が通常の血液保管庫の点検を行う。佐賀県赤十字

血液センター供給課においては，日中勤務時間内

（日直時含む。）に３回，夜間勤務時間内（宿直時含

む。）に ３ 回 の 計 １ 日 ６ 回， ７：00， ９：00，

12：00，17：00，21：00，24：05に，遠隔管理

システムのコンピューターの表示温度を保管機器

の日常点検記録用紙へ記録した。自記温度記録計

や一般的に打点するデータロガーなどのチャート

と同様に，改竄できないバイナリーデータを使用

して１週間ごとにグラフ化し（図４），さらにコメ

ントを入力するためEXCEL上でグラフを作成

し，血液の補充や出庫時などドアを開け温度上昇

があった場合などを表示し，EXCELのグラフ上

にコメントを入れた（図５）。これらのグラフお

よびデータを，保管機器の日常点検記録用紙と一

緒に保管し，遠隔監視システムのハードディスク

内データを定期的にCD-Rへ保存した。このよう

にして，血液保管庫の多数のデータが保管可能と

なった。さらに，佐賀県赤十字血液センターの職

員や輸血窓口の担当者が血液製剤を取り出した

際，佐賀県赤十字血液センターの供給課内のグラ

フィックモニタおよび，警報監視盤の発報により

温度上昇が確認でき，適正温度に戻る過程も

図４　改竄不可能なバイナリーデータ
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CISASのグラフィックモニタで確認できるよう

になった。

このように，温度管理ができる遠隔監視システ

ムにより佐賀県赤十字血液センター供給課内で備

蓄医療機関内の血液保管庫のリアルタイム温度の

確認が可能となった。また，キャリブレーショに

おいても誤差は，±１℃以内であることを確認し

た。

考　　察

血液事業では，備蓄所の問題は長年の問題点で

あり，学会等で多数報告されてきた。患者さんへ

適正に保管された輸血用血液製剤を供給するため

に，SOPを遵守しつつ保管管理し，供給しなけ

ればならない。多数の備蓄所を持つセンターや離

島の備蓄所を抱えている血液センターでは，イン

ターネット遠隔監視システムのように，血液セン

ターにおいて遠隔地の多数の備蓄所の温度管理が

できるものが必要ではないかと考える。

万木紀美子らの報告の中にも，血液保冷庫温度

集中管理システム導入後の問題点として，保冷庫

のドアが閉まっていずに警報がなったことや，停

電時に温度記録が中断したことの改善策を報告し

ており2)，我々も保管機器管理手順書の外観状態

確認項目の中の，通電状態，ドア開放の状態，異

常音，異臭，振動，結露，警報スイッチのON，

OFF等の確認については現場でしかできないと

いう問題も残っているが，保管庫の異常があった

場合は温度異常が発生するので，最終的には遠隔

監視システム警報監視盤の発報となりマニュアル

に発報時の緊急対応として，畜冷剤およびコンス

ターによる梱包を明示し備蓄医療機関へ教育訓練

を行った。以上のことより遠隔監視システムは，

備蓄所の血液保管庫の温度管理に有効であると考

える。
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図５　データ抽出後加工可能なCSVデータ
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